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2豊かな表現力で!!
　2月21日、対馬市公会堂で第15回対馬少年の主張大会が行われました。市内各地区の予選を
勝ち抜いた10名の中学生が参加したこの大会は、司会を務めた豊玉中の生徒を含め全員が、滑
舌の良い口調で堂々とした発表を行いました。
【結果は以下の通り】
　最優秀賞…髙﨑 　樹くん（厳原中2年）「彼女達と僕と」※21ページに掲載　写真中央
　優 秀 賞…小島 志織さん（大船越中2年）「思いやり」写真左
　優 秀 賞…梅野 未世さん（豊玉中2年）「私の考える『平和への近道』」写真右
　「社会を明るくする運動」長崎県弁論大会　対馬市代表
　　　　　　初村 憲香さん（佐須中2年）「輝きであふれる社会」

1 佐須地区住民の長年の願いが叶う
　2月14日、強風の中佐須響心会と佐須中学校の生徒達の太鼓の演奏を皮切りに主要地方道桟
原小茂田線「佐須坂トンネル」の開通式が行われました。佐須坂トンネルは、島内50本目のト
ンネルで全長1,867mと対馬島内で一番長く、県内の県管理トンネルでも4番目の長さのトンネ
ルになります。総事業費約44億円（トンネル部分約31億円）で延長約7.4km、時間にして約17
分短縮され、桟原から小茂田までの安全で快適な通行が可能なバイパス道路として、住民生
活・救急医療や観光客の利便性の向上が大いに期待されます。

※最優秀賞の髙﨑樹くんは、平成28年度長崎県少年の主張大会に、初村憲香さんは「社会を明るくする運
動」長崎県弁論大会の対馬市代表として出場します。
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文
化
財
・
農
林
業
・
有
害
鳥
獣
・
商
店
街
・
観
光
・
教
育
な
ど

対
馬
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術

そ
し
て
誰
に
も
負
け
な
い
ア
ツ
ー
い
想
い
を
抱
き

対
馬
に
移
り
住
ん
で
き
た
の
が
島
お
こ
し
協
働
隊
。

任
期
は
3
年
で
こ
れ
ま
で
に
16
人
が
在
籍
、

現
在
11
人
の
隊
員
が
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

行
政
感
覚
と
市
民
感
覚
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

合
わ
せ
も
つ
の
も
彼
ら
の
武
器
。

そ
し
て
彼
ら
は
言
い
ま
す
「
対
馬
は
宝
の
島
」
。

身
近
な
こ
と
か
ら
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
ま
で

話
し
始
め
る
と
止
ま
ら
な
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
集
団
、

島
お
こ
し
協
働
隊
は
み
な
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
待
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
・
農
林
業
・
有
害
鳥
獣
・
商
店
街
・
観
光
・
教
育
な
ど

島
の
宝
を
掘
り
起
こ
す

　
島
お
こ
し
協
働
隊
は

　
　
　
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
！

対
馬
に
移
り
住
ん
で
き
た
の
が
島
お
こ
し
協
働
隊
。
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さ
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そ
か
い

み
ず
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た
に
が
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う

あ

さ
こ
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や
ま
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獣
罪
を
獣
財
へ
！
有
害
鳥
獣
の
資
源
化
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
た
新
産
業
の
創
出
や
、
市
民
ら
に
よ
る
捕
獲
隊
の
結
成

を
進
め
る
な
ど
地
域
の
自
助
努
力
に
よ
る
農
林
業
被
害
の
軽

減
を
目
指
し
た
。
ま
た
肉
の
加
工
品
開
発
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
講
座
も
積
極
的
に
展
開
し
、
多
様
な
視
点
か
ら
市
民
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
。

　

住
民
が
捕
獲
隊
を
結
成
し
「
み
ん
な
で
集
ま
れ
ば
な
ん
だ

か
楽
し
い
ね
！
」
そ
ん
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
被
害

対
策
を
進
め
た
上
県
町
女
連
地
区
と
の
出
会
い
は
、
特
に
印

象
的
で
私
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
「
対
馬
」
と

い
う
大
き
な
単
位
に
な
る
と
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
し
に
く

い
け
れ
ど
、
身
の
回
り
の
こ
と
に
置
き
換
え
、
自
分
に
と
っ

て
の
幸
せ
と
は
何
か
？
豊
か
さ
と
は
何
か
？
大
事
に
し
た
い

も
の
は
何
か
？
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
、
ど
ん
な
に
小
さ

な
こ
と
で
も
行
動
に
起
こ
し
て
欲
し
い
で
す
。
「
島
の
宝
」

を
宝
と
感
じ
る
か
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
思
う
か
は
人
の
気
持
ち

次
第
で
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
は
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。

若
い
人
た
ち
が
「
や
り
た
い
」
と
思
う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
地
域
の
方
は
そ
れ
を
「
ダ
メ
だ
」
と
い
う
の
で
は
な
く

「
応
援
す
る
」
と
い
う
前
向
き
な
心
の
動
き
に
な
れ
ば
も
っ

と
良
く
な
る
と
思
う
の
で
す
。
今
年
１
月
に
会
社
を
立
ち
上

げ
た
の
で
、
今
後

も
対
馬
に
残
り
一

民
間
企
業
と
し
て

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

を
通
じ
た
島
お
こ

し
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り

は
人
づ
く
り
を

信
念
に
民
間
伝

承
保
全
を
教
育

の
観
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
。
小

中
高
校
で
の
総
合
学
習
の
支
援
や
「
夏
休
み
子
ど
も
寺
子

屋
」「
学
び
舎
つ
し
ま
」
と
い
っ
た
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
を
知
り
た
い
子
ど
も
の
意
欲
を
育
て

た
。

　

教
育
は
地
域
の
未
来
を
創
る
土
台
で
す
。
島
を
引
き
継
い

で
い
く
人
が
育
た
な
け
れ
ば
、
こ
の
地
に
息
づ
い
て
き
た
文

化
も
途
絶
え
て
し
ま
う
と
考
え
、
教
育
面
に
特
化
し
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習

で
地
域
の
こ
と
を
探
求
で
き
る
時
間
を
増
や
す
こ
と
や
、
学

校
外
で
地
域
の
魅
力
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
提

供
な
ど
、
小
さ
な
こ
と
を
み
な
さ
ん
と
積
み
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
答
え
の
な
い
時
代
を
生
き
て
い

く
に
は
、
多
様
な
価
値
観
と
視
点
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
今
何
が
で
き
る
か
考
え
る
こ
と
、
そ
の
一
歩
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
芽
が
で
る
か
は
こ
れ
か
ら
。

「
島
か
ら
出
て
い
く
な
」
と
い
う
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
出

て
行
っ
た
ら
そ
れ
っ
き
り
に
な
ら
な
い
「
人
を
育
て
る
」
こ

と
が
今
後
の
対
馬
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
は
ず
で
す
。
日
本

の
他
の
ど
こ
と
も
違
う
歴
史
の
ひ
だ
の
深
さ
や
一
級
品
の
食
、

海
と
山
両
方
の
知
恵
を
持
っ
た
人
々
が
対
馬
に
は
い
ま
す
。

今
後
は
東
京
で
国
際
協
力
の
仕
事
に
就
き
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
対
馬
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
然
と
共
生

し
て
き
た
暮
ら

し
の
技
術
や
景

観
を
守
り
次
世

代
に
繋
げ
よ
う

と
、
内
山
分
校

を
拠
点
と
し
た

体
験
教
室
「
内

山
で
遊
ぼ
う
」
や
生
態
系
に
配
慮
し
た
農
作
物
栽
培
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
。
昨
年
内
山
地
区
の
男
性
と
結
婚
。

　
「
内
山
で
遊
ぼ
う
」
で
知
り
合
っ
た
洋
裁
の
先
生
に
教
わ

り
な
が
ら
、
対
馬
の
草
木
で
染
め
た
布
で
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
を
手
作
り
し
た
結
婚
式
は
一
番
の
思
い
出
で
す
。
対
馬

は
「
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
」
が
楽
し
い
島
。
夕
食
の
魚
を
釣

っ
た
り
、
最
先
端
の
ロ
ケ
ッ
ト
竃
で
ご
飯
を
炊
い
た
り
、
灰

を
畑
に
ま
い
た
り
、
藁
で
鍋
を
洗
っ
た
り
、
炭
俵
を
編
ん
で

み
た
り
、
山
水
を
引
い
て
き
た
り
、
せ
ん
だ
ん
ご
を
作
っ
て

み
た
り…

。
気
が
つ
け
ば
、
縄
文
時
代
か
ら
こ
の
よ
う
に
し

て
暮
ら
し
て
き
た
の
か
な
ー
と
い
う
ロ
マ
ン
に
浸
っ
て
い
た

り
し
ま
す
。
書
物
だ
け
で
は
な
く
、
実
体
験
と
し
て
い
ろ
い

ろ
と
学
べ
る
暮
ら
し
の
楽
し
さ
が
魅
力
で
す
。

　

私
は
一
人
ひ
と
り
の
一
次
産
業
に
関
わ
る
時
間
が
増
え
る

こ
と
で
島
の
地
域
お
こ
し
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
き
つ
づ
き
内
山
に
住
み
ま
す
。
当
分
は
「
こ
だ
わ
り
を

持
っ
た
農
家
＋
加
工
業
者
」
と
し
て
生
活
し
な
が
ら
対
馬
の

貴
重
な
植
物
の
栽
培
も
続
け
て
い
き
ま
す
。「
内
山
で
遊
ぼ

う
」
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

谷
川 

も
も
こ
さ
ん

伊
藤
（
内
山
）
麻
子
さ
ん

あ
り
が
と
う
!
今
年
度
2
期
生
3
名
が
協
働
隊
を
卒
業

民
間
伝
承
保
全
担
当

有
害
鳥
獣
ビ
ジ
ネ
ス

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

生
物
多
様
性
保
全
担
当
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佐藤 雄二 （第3期生　神奈川県出身）
○島の食材プロフェッショナル
　魅力ある食材や料理の発掘！自家米のどぶろく作
りを支援します。
　対馬ならではの食材・料理の取材、情報発信。「より
あい処つしま」や「ふれあい処つしま」での販売を通
じた既存商品の改良や品質向上に取り組んでいる。
観光物産協会インターネット販売の立ち上げや「どぶ
ろく特区」を活用し農家の酒造支援にも取り組んでい
る。

森吉冨 諒 （第3期生　東京都出身）
○島の森林再生マネージャー
　舟志ノ内の山林を活かせ！対馬の森のコンシェルジ
ュはツリーハウスを計画中。
　ツシマヤマネコをはじめとする対馬特有の生態系
の保全と山林資源の経済的価値と教育への利用を目
指している。また対馬産の農林水産物の価値創造の
ため対馬と都市を結ぶワークショップやイベントへ
の協力を行い、対馬ファンの拡大に努めている。バイ
オマスによるライフスタイルの実現も視野に。

博大澤 信 （第4期生　埼玉県出身）
○つしまミュージアム・プロモーター
　いよいよ始まる博物館建設。仏像の魅力を語らせ
たら止まらない。
　博物館建設計画を発信するためのシンポジウムや
講演、市民向けの仏像の展示解説や本物の文化財を
用いた出前授業を行った。28年度は対馬の文化財リ
ストを作成するための調査を予定。29年夏には九州
国立博物館での「対馬展」開催を計画している。

博髙田 あゆみ （第4期生　東京都出身）
○つしまミュージアム・プロモーター
　いよいよはじまる博物館建設。市民が主役の博物
館運営プランを作るのだ！
　市民参加の仕組みづくりに取り組んでいる。市民ア
ンケートによる現状の把握。市内３か所でのシンポジ
ウム開催やPR活動を行ってきた。市民が積極的に参
加できる博物館の運営の在り方を考え、博物館の運
営に関わる人材を発掘中。

学杉田 洸平 （第4期生　大阪府出身）
○域学連携教育コーディネーター
　地域づくりに大学のノウハウを活かす！学生と地域
のパイプ役は元学校の先生です。
　国内の色々な大学から対馬にやってくる大学生が
地域の課題を解決するお手伝い。特に大学生が地域
に入って子どもたちと一緒に勉強したり遊んだりする
「夏休み子ども寺子屋」を5か所で担当。子どもたちが
勉強しやすい環境を提供している。

農垂永 晶憲 （第4期生　福岡県出身）
○対馬農協・島のもん魅力発信デザイナー
　対州そば・対馬しいたけの販路拡大と農業の振興。
対馬産農産物の魅力の伝道師になる！
　対馬の農産物に関する情報収集や島外デパート等
での農産物のPRのほか、27年から始まった地理的表
示法に「対州そば」を登録するための資料作成・申請
を行った。他の品種と交配しやすい対州そばを守る
ため、在来の蕎麦の種子を取り寄せ栽培。「種の保存」
を行っている。

農水野 敏幸 （第4期生　滋賀県出身）
○島の循環型農法推進プランナー
　目指すは島内完全循環！世界に誇る堆肥プランを
模索中。
　対馬の作物に適した堆肥の調整・試験や栽培実験
を行う他、養殖マグロの残渣の堆肥化についての検
討も進めている。また、農業をテーマにした総合学習
プログラムを教育委員会と共同で作成した。対馬の
歴史の奥深さにも着目し島外への魅力発信の重要性
も訴える。

食食
引き続きよろしくお願いします

佐藤

吉冨

大澤
濱口

垂永
髙田 杉田

水野

佐藤

吉冨

大澤
濱口

垂永
髙田 杉田

水野

街濱口 義典 （第3期生　大阪府出身）
○島のタウンマネージャー
　厳原川端通りの再生を目指す！商店街の賑わい仕
掛け人。
　厳原町中心部の商店街の現状分析と課題の整理に
向けて、事業所の訪問や組織化支援を行っている。特
に川端通りの賑わいを取り戻すための組織「対馬川
端のれん会」を設立。美観維持のため清掃や植栽など
を関係機関と協力して行った。吉冨 諒 （第3期生　東京都出身）

○島の森林再生マネージャー
　舟志ノ内の山林を活かせ！対馬の森のコンシェルジ
ュはツリーハウスを計画中。
　ツシマヤマネコをはじめとする対馬特有の生態系
の保全と山林資源の経済的価値と教育への利用を目
指している。また対馬産の農林水産物の価値創造の
ため対馬と都市を結ぶワークショップやイベントへ
の協力を行い、対馬ファンの拡大に努めている。バイ
オマスによるライフスタイルの実現も視野に。

大澤 信 （第4期生　埼玉県出身）
○つしまミュージアム・プロモーター
　いよいよ始まる博物館建設。仏像の魅力を語らせ
たら止まらない。
　博物館建設計画を発信するためのシンポジウムや
講演、市民向けの仏像の展示解説や本物の文化財を
用いた出前授業を行った。28年度は対馬の文化財リ
ストを作成するための調査を予定。29年夏には九州
国立博物館での「対馬展」開催を計画している。

髙田 あゆみ （第4期生　東京都出身）
○つしまミュージアム・プロモーター
　いよいよはじまる博物館建設。市民が主役の博物
館運営プランを作るのだ！
　市民参加の仕組みづくりに取り組んでいる。市民ア
ンケートによる現状の把握。市内３か所でのシンポジ
ウム開催やPR活動を行ってきた。市民が積極的に参
加できる博物館の運営の在り方を考え、博物館の運
営に関わる人材を発掘中。

杉田 洸平 （第4期生　大阪府出身）
○域学連携教育コーディネーター
　地域づくりに大学のノウハウを活かす！学生と地域
のパイプ役は元学校の先生です。
　国内の色々な大学から対馬にやってくる大学生が
地域の課題を解決するお手伝い。特に大学生が地域
に入って子どもたちと一緒に勉強したり遊んだりする
「夏休み子ども寺子屋」を5か所で担当。子どもたちが
勉強しやすい環境を提供している。

垂永 晶憲 （第4期生　福岡県出身）
○対馬農協・島のもん魅力発信デザイナー
　対州そば・対馬しいたけの販路拡大と農業の振興。
対馬産農産物の魅力の伝道師になる！
　対馬の農産物に関する情報収集や島外デパート等
での農産物のPRのほか、27年から始まった地理的表
示法に「対州そば」を登録するための資料作成・申請
を行った。他の品種と交配しやすい対州そばを守る
ため、在来の蕎麦の種子を取り寄せ栽培。「種の保存」
を行っている。

水野 敏幸 （第4期生　滋賀県出身）
○島の循環型農法推進プランナー
　目指すは島内完全循環！世界に誇る堆肥プランを
模索中。
　対馬の作物に適した堆肥の調整・試験や栽培実験
を行う他、養殖マグロの残渣の堆肥化についての検
討も進めている。また、農業をテーマにした総合学習
プログラムを教育委員会と共同で作成した。対馬の
歴史の奥深さにも着目し島外への魅力発信の重要性
も訴える。

濱口 義典 （第3期生　大阪府出身）
○島のタウンマネージャー
　厳原川端通りの再生を目指す！商店街の賑わい仕
掛け人。
　厳原町中心部の商店街の現状分析と課題の整理に
向けて、事業所の訪問や組織化支援を行っている。特
に川端通りの賑わいを取り戻すための組織「対馬川
端のれん会」を設立。美観維持のため清掃や植栽など
を関係機関と協力して行った。

さ と う ゆ う じ

よしとみ りょう

たるなが あ き の り

み ず の と し ゆ き

す ぎ た

た か た

こうへい

おおさわ しん

はまぐち よしのり

佐藤 雄二 （第3期生　神奈川県出身）
○島の食材プロフェッショナル
　魅力ある食材や料理の発掘！自家米のどぶろく作
りを支援します。
　対馬ならではの食材・料理の取材、情報発信。「より
あい処つしま」や「ふれあい処つしま」での販売を通
じた既存商品の改良や品質向上に取り組んでいる。
観光物産協会インターネット販売の立ち上げや「どぶ
ろく特区」を活用し農家の酒造支援にも取り組んでい
る。


